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会員各位                   

道塚自治会会長  横山智惠子  
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 《 地域の防災について考えましょう 》 
  

 

 

  

                
 

 

 

 ※日時 ２月１２日（日） 午前１０時～ 

 ※場所 道塚小学校校庭（雨天時視聴覚室）  

 ※内容 （コロナ感染状況を考慮し、適宜変更致します） 

① 開会： 午前１０時 

◎防災ビデオ視聴 （引換券・抽選券を配布します） 

◎防災体験  初期消火、煙体験、ＡＥＤ・胸骨圧迫、起震車、三角巾 

               まちかど防災訓練車、スタンドパイプ、ポンプ車試乗、子ども防火服着装  

 ② クラッカー引換    10時30分より引き換えできます。数に限りがあります。 

③ ガチャガチャ抽選 ビデオ視聴含め４体験修了で抽選に参加可能 

④ 閉会： 午前１１時３０分 
 

◇引換券・抽選券がないと引換・抽選ができません 

◇入場はマスク着用、手の消毒、検温 

   場内では３密回避にご協力ください 
 

                        道塚自治会のホームページ ＝＞ 
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回答例です。行政の広報等で正確に詳細を確認してください！！ 

 

＜ 防 災 ク イ ズ １５問 みんなで考えてみましょう！！＞  

 

 

１． テレビで「緊急地震速報」がでました。 

家にいると危険なのでゆれの発生と同時に外にでました。 〇×？ 

回答：× 震度６～７クラスでは、まったく何もできません。 

       無理に動いてケガをしないように机の下などに身を隠して、揺れの収まる  

まで待ちましょう。 

 

２． 避難する時の服装は、動きやすいようになるべく身軽な薄着にする。 〇×？ 

回答：× 避難するときの服装は、ケガから守るために夏でも長袖や長ズボンを着て  

肌を出さないようにしましょう。頭はヘルメットや防災頭巾などで保護し

ましょう。 

 

３． ＮＴＴの防災用伝言ダイヤルの番号は「１７１」である。 〇×？ 

回答：〇 災害用伝言ダイヤルは、地震、噴火などの災害の発生により、被災地への    

通信が増加し、つながりにくい状況になった場合に提供が開始される声の

伝言板です。 

 

４． 大地震により通勤先などからの帰宅が困難になった場合、自宅までの距離が遠いなど、

帰宅が困難な場合を想定し、混乱を避け翌日以降に帰宅できるよう食料や飲料水を備

蓄するなど職場に泊まれる準備をした。 〇×？ 

回答：〇 自宅までの距離が遠いなど徒歩での帰宅が困難な場合は、混乱を避け、翌   

日以降に帰宅できるよう食料・飲料水を備蓄するなど職場に泊まれる準備

をしておきましょう。 

 

５． 大人一人に必要な飲料水は一日約３リットルです。 〇×？ 

回答：〇 大人一人に必要な飲料水は一日約３リットルです。 

 

６． 避難グッズを入れた「非常用持ち出し袋」は、急いで食料をいれられるように台所に置

いておく。 〇×？ 

回答：× すぐに取り出せるように玄関とか家の出入り口に近い場所に置いておく。   

また、車のトランクや外の物置など様々な場所に置けば自宅が被害を受けて取

り出せなくても安心です。 
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７． 家族が離れ離れの時大きな地震がおきました。携帯電話で連絡すれば良いでしょう

か？ 〇×？ 

回答：× 災害時、携帯電話は通じないことがあります。普段から家族で災害が発生  

した時の集合場所を決めておく。家にいるとき会社にいるときなど、場面に

応じて決めておくと良いでしょう。 

 

８． 避難場所や災害に関する情報は、外部のスピーカの案内で確認するのがいちばんよい。

〇×？ 

回答：× スピーカの音は、場所によって聞きづらいことがあります。いくつかの方法

で 情報を入手できるよう準備しておきましょう。 

 

９． 避難場所と避難所の違いとしては、避難場所が一定の期間滞在する施設であり、避難所

が一時的に非難する場所である。 〇×？ 

回答：×避難場所：災害が発生または、発生する恐れがある場合にその危険から身を  

守るため一時的に非難する場所です。 

避難所：災害により家に戻れなくなった方が一定の期間滞在するための施設 

です。 

 

１０．地下街では 50 メートルごとに非常口が設置されている。 〇×？ 

  回答：× 60メートルごとに非常口が設置されています。一つの非常口に殺到しな 

いようにしましょう。脱出する時はできるだけ壁ずたいに避難しましょ 

う。地下街は、水、火災の発生がなければ比較的安全です。 

 

１１．震度は、地震の揺れの強さの強度を表していますが、現在日本では、7 段階の区分に 

分かれている。 〇×？ 

回答：× 平成 7 年度に改正があり、震度０～７までの階級に分かれています。ま

た、震度５と６には「弱」「強」がある為１０段階になります。 

 

１２．地震発生の際、ブロック塀や石垣は倒れる可能性があるので離れる。 〇×？ 

回答：〇 2018年 6月 18日発生の大阪府北部地震ではブロック塀が倒れて登校途 

 中の小学生が下敷きになり死亡しました。 

 

 

 

 



令和５年２月１２日 道塚自治会 防災フェスタ２０２３ 

 3 / 3 

 

１３．家にいて大地震がおきました。まだ揺れがおさまっていませんが、最初にガスの元 

栓を締めに行きました。 〇×？ 

回答：× 「ガスの元栓を締める」「ドアや窓を開けるなど」は、震度６～７クラス

では、まったく何もできません。まず机の下などに身を隠して揺れの収ま

るのを待ちましょう。揺れが小さいときはすぐ火の始末をしよう。 

 

１４．エレベータに乗っているとき大地震が起きました。外に出るため１階を押しました。

〇×？ 

回答：× すべての階のボタンを押して、最初に泊まった階でエレベータから降り

ましょう。 

 

１５．令和３年５月２０日から避難勧告が廃止された。 〇×？ 

回答：○ 避難指示で必ず避難。警戒レベル４までに必ず避難。 

        緊急安全確保>避難指示＞高齢者等避難＞大雨洪水高潮注意報 

  

 

 

 

 

 

 

＜ＫＯＢＥ防災ポータルサイトを参考に一部加筆修正しました＞ 

 


